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早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
小
野
僧
正
祈
雨
之
間
賀
雨
贈
答
詩
』
を
め
ぐ
っ
て
後
藤
昭
雄
一
標
記
の
詩
巻
（
以
下
『
早
大
本
賀
雨
詩
』
と
略
称
す
る
）
は
『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
の
名
称
で
続
群
書
類
従
（
巻
三
一
八
）
に
収
載
さ
れ
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
か
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
の
一
本
と
考
え
ら
れ
た
（
１
）た
め
か
、
こ
れ
ま
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
、『
早
大
本
賀
雨
詩
』
は
続
類
従
本
の
一
異
本
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
佚
詩
、
資
料
も
含
み
持
っ
て
い
る
。
検
討
し
、
紹
介
す
る
意
義
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。
二
本
詩
巻
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
。
貴
重
書
と
し
て
特
別
資
料
室
に
置
か
れ
て
い
る
。
分
類
番
号
、
特
ヘ
―
一
八
―
一
一
五
二
。
巻
子
本
一
巻
。
縦
２９
・
２
㎝
、
横
４１
・
８
㎝
の
八
紙
を
継
ぎ
（
第
八
紙
は
横
２１
・
１
㎝
）、
前
後
に
白
紙
を
置
い
て
、
茶
色
の
表
紙
を
付
け
る
。
表
紙
お
よ
び
第
一
紙
裏
に
、
小
野
僧
正
祈
雨
之
間
賀
雨
贈
答
詩
（
２
）□
定
賢
法
務
祈
雨
日
記
の
外
題
を
書
く
。
奥
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
右
賀
雨
贈
答
詩
并
祈
雨
日
記
借
遍
照
1
心
院
経
蔵
本
嘱
吉
田
義
鈔
而
伝
之
天
保
十
五
年
甲
辰
三
月
朔
日
題
質
（
花
押
）
（
朱
）
同
夜
一
校
了
近
世
の
写
本
で
あ
る
が
、
遍
照
心
院
の
蔵
本
を
親
本
と
す
る
と
い
う
。
遍
照
心
院
は
現
在
の
大
通
寺
（
京
都
市
南
区
西
九
条
）
で
、
源
実
朝
の
妻
が
亡
き
実
朝
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め
に
建
立
し
た
由
緒
あ
る
寺
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
四
に
引
用
さ
れ
た
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
十
一
月
十
八
日
付
の
「
大
通
寺
文
書
」（
遍
照
心
院
寺
辺
で
の
殺
生
を
禁
ず
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
禁
制
西
八
条
遍
照
心
院
右
当
寺
者
、
清
和
六
孫
王
之
旧
跡
、
鎌
倉
右
丞
相
之
菩
提
所
也
。
彼
正
室
三
位
家
建
立
之
仁
祠
、
禅
定
尼
二
位
家
帰
依
之
練
若
也
。
「
早
大
本
賀
雨
詩
」
は
、
内
容
か
ら
五
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
佚
詩
二
聯
（「
菅
家
長
韻
詩
末
句
云
々
」
と
あ
る
）
Ｂ
「
元
慶
僧
正
於
醍
醐
山
詠
廿
三
首
序
」
Ｃ
「
賀
雨
贈
答
詩
合
十
首
和
歌
一
首
」
Ｄ
菅
原
輔
正
と
「
醍
醐
兄
闍
梨
」
と
の
贈
答
詩
Ｅ
「
法
務
御
房
祈
雨
孔
雀
経
法
霊
験
記
」
以
上
の
と
お
り
で
、
Ｅ
の
あ
と
に
前
引
の
奥
書
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
Ａ
で
あ
る
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
菅
家
長
韻
詩
末
句
云
々
雖
恋
白
蓮
清
浄
理
尚
迷
紅
槿
刹
那
栄
今
朝
拝
別
大
慙
愧
三
教
指
帰
註
未
成
詩
句
二
聯
で
あ
る
。
第
１
行
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
菅
原
道
真
の
長
篇
詩
の
末
句
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
所
収
の
詩
に
こ
の
句
は
な
い
。
注
記
の
下
に
「
具
尋
出
之
」
と
い
う
朱
筆
の
書
入
れ
が
あ
る
が
（
３
）、
こ
れ
は
注
記
の
よ
う
に
は
道
真
の
詩
に
見
い
だ
し
え
な
い
こ
と
へ
の
不
審
の
念
に
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
詩
句
の
う
ち
、
後
聯
は
東
寺
観
智
院
蔵
の
『
大
師
行
化
記
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
以
然
に
拙
稿
（
４
）で
、
埋
も
れ
て
い
た
佚
詩
と
し
て
紹
介
し
た
。『
大
師
行
化
記
』
で
は
「
橘
贈
納
言
送
然
和
尚
南
岳
詩
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
橘
広
相
の
作
で
、
真
然
が
京
か
ら
高
野
山
に
帰
る
の
を
送
別
す
る
詩
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
和
尚
」
の
下
に
「
帰
」
が
誤
脱
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
詩
句
の
意
味
、
文
学
史
上
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
2
前
稿
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
に
そ
の
前
の
一
聯
も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
韻
も
「
栄
・
成
」
で
同
じ
韻
（
庚
韻
）
で
あ
る
の
で
、
一
応
続
く
も
の
と
見
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
内
容
か
ら
、
こ
の
四
句
で
一
首
を
な
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
Ｂ
元
慶
僧
正
於
醍
醐
山
詠
廿
三
首
序
曼
陀
羅
寺
僧
正
御
日
記
「
僧
正
」
の
右
に
「
遍
照
也
」
と
い
う
朱
書
の
注
記
が
あ
る
が
、
こ
の
注
記
は
正
し
い
。
六
歌
仙
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
遍
照
で
あ
る
。ま
た
、
表
題
の
下
に
「
曼
陀
羅
寺
僧
正
御
日
記
」
と
い
う
双
行
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
は
こ
の
「
御
日
記
」
か
ら
抄
出
し
た
こ
と
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
曼
陀
羅
寺
は
今
の
小
野
随
身
院
（
京
都
市
山
科
区
）
で
、
曼
陀
羅
寺
僧
正
と
は
、
本
詩
巻
の
中
心
を
な
す
「
賀
雨
贈
答
詩
」（
後
述
）
に
い
う
、
祈
雨
を
行
っ
た
小
野
僧
正
す
な
わ
ち
仁
海
で
あ
る
。
こ
の
序
も
、
先
に
、『
聖
宝
僧
正
伝
』
に
引
用
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
、
そ
の
存
在
を
指
摘
し
た
（
５
）。
こ
れ
と
本
詩
巻
所
収
の
本
文
と
に
は
多
少
の
異
同
が
あ
り
、
相
補
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
い
が
、
前
稿
に
全
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
引
く
こ
と
は
せ
ず
、
初
め
と
終
わ
り
と
を
引
い
て
、
こ
の
序
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
の
説
明
に
代
え
る
。
元
慶
六
年
七
月
十
三
日
、
附
二
檀
行
之
志
、一
登
二
城
東
醍
醐
。一
（
中
略
）
厥
始
二
元
慶
之
始
、
貞
観
之
終
年
一
也
。
于
レ
今
六
歳
。
自
レ
爾
以
降
、
時
々
、
跨
二
踏
雲
梯
、一
凌
二
升
険
阻
﹇
岨
﹈
、一
曁
二
于
今
、一
十
八
許
度
。
于
レ
時
、
洞
裏
微
妙
、
有
二
足
レ
詠
之
者
。一
仍
題
二
廿
箇
物
、一以
述
レ
情
。
惣
於
二
大
底
一
不
レ
離
二
仏
法
、一有
レ
以
焉
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
前
稿
の
論
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（
６
）。
こ
の
序
文
に
よ
っ
て
、
遍
照
は
元
慶
の
初
め
か
ら
醍
醐
山
に
し
ば
し
ば
登
っ
て
い
た
が
、
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
七
月
十
三
日
に
も
登
山
し
、
山
中
の
属
目
の
景
物
を
題
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
自
己
の
感
懐
を
述
べ
た
二
十
首
の
詩
を
詠
じ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
序
文
を
も
作
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
Ｃ
賀
雨
贈
答
詩
合
十
首
和
歌
一
首
本
詩
巻
の
主
要
部
で
、
通
行
の
『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
か
な
り
の
分
量
が
あ
る
の
で
、
節
を
改
め
て
述
べ
る
。
Ｄ
こ
れ
は
新
出
の
資
料
で
あ
る
。
翻
刻
し
、
詩
題
、
自
注
に
訓
点
を
付
す
。
3
不
レ
堪
二
賀
雨
之
懐
、一敬
以
二
一
絶
、一奉
レ
呈
二
醍
醐
兄
闍
梨
一
弟
子
菅
輔
正
炎
風
久
扇
火
雲
生
誰
望
田
園
不
結
愁
云
有
闍
梨
分
法
雨
先
知
井
邑
大
誇
秋
高
僧
伝
云
、
天
下
炎
旱
、
沙
公
呪
龍
下
二
針
中
。一
公
即
雨
大
有
レ
秋
云
々
。
闍
梨
是
則
沙
公
再
生
也
。
仏
法
不
レ
誑
、
人
意
□
信
而
已
。
奉
和
適
有
密
雲
含
雨
浮
炎
天
自
解
万
人
愁
神
泉
苑
裏
祖
師
跡
弘
法
大
師
、
昔
於
二
此
処
一
始
修
二
此
法
。一
履
薄
遙
祈
堯
日
秋
贈
答
詩
で
、
内
容
は
Ｃ
と
同
じ
く
旱
天
の
雨
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
贈
詩
は
菅
原
輔
正
の
作
で
、
相
手
は
「
醍
醐
の
兄
闍
梨
」
と
あ
る
。
「
醍
醐
の
兄
闍
梨
」
は
、
ま
ず
は
、
輔
正
の
兄
で
、
醍
醐
寺
の
阿
闍
梨
で
あ
る
人
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
尋
ね
る
と
、「
群
書
類
従
」
所
収
の
『
菅
原
氏
系
図
』
に
、
輔
正
の
兄
弟
に
祥
全
が
あ
る
。「
続
群
書
類
従
」
所
収
の
『
菅
原
氏
系
図
』
の
一
本
に
は
、
こ
れ
に
「
安
楽
寺
別
当
」
の
注
記
が
あ
り
、
別
の
一
本
に
は
禅
全
と
す
る
が
、「
安
楽
寺
別
当
」
と
東
寺
を
示
す
「
東
」
の
注
記
が
あ
る
。
こ
の
祥（
あ
る
い
は
禅
）全
が
兄
闍
梨
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
は
、
「
兄
闍
梨
」
と
い
う
言
い
方
は
不
自
然
か
と
い
う
気
も
す
る
。
あ
る
い
は
「
兄
」
は
本
来
は
た
と
え
ば
「
光
」
な
ど
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
な
お
不
確
か
で
あ
る
。
答
詩
は
作
者
表
記
は
な
い
が
、「
兄
闍
梨
」
の
作
で
あ
ろ
う
。
第
三
句
の
表
現
か
ら
、
こ
れ
は
神
泉
苑
で
祈
雨
が
行
わ
れ
た
時
の
詩
と
分
か
る
。
い
つ
の
作
か
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
菅
原
輔
正
は
寛
弘
六
年
（
一
○
○
九
）
に
没
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
先
の
Ｃ
と
は
詠
作
の
場
を
異
に
す
る
。
輔
正
の
詩
の
後
注
に
引
く
「
高
僧
伝
」
の
引
用
は
、「
沙
公
」
は
「
渉
公
」
の
誤
り
で
あ
る
。『
高
僧
伝
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
巻
）
の
巻
十
に
渉
公
の
伝
が
あ
る
。
こ
の
引
用
に
該
当
す
る
部
分
を
引
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
毎
旱
、
堅（
苻
堅
）常
請
之
呪
龍
。
俄
而
龍
下
針
中
、
天
輒
大
雨
。
…
…
、
自
是
無
復
炎
旱
之
憂
。
4
対
比
し
て
み
る
と
、
詩
注
は
伝
の
正
確
な
引
用
で
は
な
い
。
ま
た
誤
字
も
推
測
さ
れ
る
。
Ｅ
法
務
御
房
祈
雨
孔
雀
経
法
霊
験
記
三
二
行
に
及
び
、
分
量
の
う
え
で
は
Ｃ
に
次
ぐ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
が
外
題
に
「
定
賢
法
務
祈
雨
日
記
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
内
題
に
い
う
「
法
務
御
房
」
は
定
賢
で
あ
る
。
定
賢
は
有
名
な
宇
治
大
納
言
源
隆
国
の
子
。
僧
と
な
り
、
醍
醐
の
覚
源
の
弟
子
と
な
る
が
、
覚
源
は
Ｃ
の
小
野
僧
正
仁
海
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
定
賢
は
仁
海
の
法
系
に
属
す
る
。
醍
醐
寺
座
主
、
東
寺
長
者
、
権
大
僧
都
と
な
り
、
康
和
二
年
（
一
一
○
○
）
十
月
六
日
、
七
十
七
歳
で
入
寂
す
る
。
こ
の
祈
雨
記
は
、
定
賢
が
寛
治
三
年
（
一
○
八
九
）
の
春
か
ら
夏
に
及
ん
だ
旱
魃
に
際
し
て
行
っ
た
祈
雨
の
記
録
で
あ
る
。
文
学
資
料
で
は
な
い
の
で
、
以
上
に
止
め
て
お
く
。
『
早
大
本
賀
雨
詩
』
の
内
容
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
五
つ
の
資
料
を
集
め
て
い
る
が
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
三
つ
が
祈
雨
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
は
仁
海
の
日
記
か
ら
の
抄
出
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
Ｃ
に
関
わ
り
を
持
つ
が
、
Ａ
は
ど
う
い
う
関
係
で
本
詩
巻
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
三
『
早
大
本
賀
雨
詩
』
の
中
心
と
な
る
の
は
Ｃ
「
賀
雨
贈
答
詩
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
と
し
て
流
布
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
群
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
作
者
が
誰
で
あ
る
の
か
、
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
詩
が
ど
の
よ
う
に
対
応
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
す
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
（
７
）。
そ
こ
で
、
『
早
大
本
賀
雨
詩
』
の
紹
介
を
機
に
、
こ
の
詩
群
の
上
述
の
基
本
的
諸
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
続
群
書
類
従
所
収
本
（
８
）を
底
本
と
し
、『
早
大
本
賀
雨
詩
』
を
対
校
本
と
す
る
。
以
下
「
類
従
本
」「
早
大
本
」
と
略
称
す
る
。
詩
に
先
立
っ
て
、
こ
の
詩
群
が
作
ら
れ
た
事
情
を
説
明
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
端
書
が
置
か
れ
て
い
る
（
９
）。
長
元
六
年
癸
酉
六
月
十
四
日
、
於
神
泉
苑
、
奉
修
請
雨
経
。
始
従
十
八
日
、
甘
雨
普
潤
。
同
十
九
日
、
於
大
極
殿
、
以
五
百
僧
、
奉
請
仁
王
経
、
無
供
一
日
行
之
。
こ
れ
は
「
祈
雨
日
記
」
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。「
続
群
書
類
従
」
巻
七
二
五
の
『
祈
雨
日
記
』
の
後
一
条
天
皇
条
に
引
用
さ
れ
た
「
小
5
野
僧
正
記
」
の
記
事
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
こ
れ
か
ら
抄
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
「
六
月
」
は
「
五
月
」
の
誤
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
詩
は
長
元
六
年
（
一
○
三
三
）
五
月
に
、
仁
海
が
神
泉
苑
に
お
い
て
請
雨
経
法
を
行
い
、
そ
の
効
験
に
よ
り
雨
が
降
っ
た
こ
と
を
賀
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
慶
命
の
二
首
が
あ
る
。
慶
命
は
第
二
十
七
代
の
天
台
座
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
そ
の
任
に
在
っ
た
。

夏
日
書
二
賀
雨
詞
一
献
二
左
金
吾
閣
一
前
大
僧
正
慶
命

余
感
未
レ
休
、
重
次
二
平
字
一
大
僧
正
慶
命
第
一
首
の
「
左
金
吾
」
に
、
早
大
本
に
は
「
衛
門
也
、
源
俊
賢
歟
」
の
朱
筆
注
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
半
分
は
合
っ
て
い
て
、
半
分
は
間
違
っ
て
い
る
。
左
金
吾
は
、
こ
こ
で
は
左
衛
門
督
の
唐
名
で
あ
る
が
、
長
元
六
年
五
月
に
、
こ
の
官
に
在
っ
た
の
は
俊
賢
で
は
な
く
、
源
師
房
で
あ
る
。
師
房
は
村
上
天
皇
皇
子
、
具
平
親
王
の
子
で
、
こ
の
時
、
正
二
位
、
権
中
納
言
、
春
宮
権
大
夫
、
左
衛
門
督
で
あ
っ
た
。
第
一
首
は
慶
命
が
源
師
房
に
贈
っ
た
「
賀
雨
詞
」
で
あ
る
。
第
二
首
も
重
ね
て
慶
命
が
師
房
に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
な
お
、
「
次
二
平
字
一
」
は
韻
字
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
「
生
・
情
・
程
・
平
・
成
」（
庚
韻
）
を
韻
字
と
し
て
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一
首
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
重
ね
て
」
と
い
う
。
以
下
の
答
詩
、
追
和
詩
も
す
べ
て
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
第
三
首
は
こ
の
二
首
に
対
す
る
師
房
の
答
詩
で
あ
る
。

酬
二
台
嶽
和
尚
見
レ
贈
賀
雨
詩
一
左
金
吾
「
台
嶽
」
は
天
台
山
で
、
つ
ま
り
比
叡
山
で
あ
り
、「
台
嶽
和
尚
」
は
天
台
座
主
の
慶
命
で
あ
る
。

重
以
奉
二
呈
門
下
侍
郎
一
第
四
首
は
作
者
名
が
な
い
が
、
詩
題
に
い
う
「
門
下
侍
郎
」
は
中
納
言
の
唐
名
で
、
権
中
納
言
の
師
房
を
こ
れ
に
よ
っ
て
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
び
師
房
に
贈
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
慶
命
の
作
で
あ
る
。
な
お
、
早
大
本
は
こ
の
詩
を
欠
く
。
以
上
、

―

は
慶
命
と
源
師
房
と
の
間
に
お
け
る
贈
答
詩
で
あ
る
。次
い
で
、
展
開
が
あ
る
。

天
台
座
主
作
二
賀
雨
詩
一
奉
二
呈
左
金
吾
源
納
言
。一
余
視
レ
之
忽
有
レ
所
レ
感
、
仍
押
二
本
韻
一
大
内
記
橘
孝
親
橘
孝
親
の
作
で
、
慶
命
が
師
房
に
贈
っ
た
賀
雨
詩
を
読
ん
だ
感
懐
を
賦
し
た
も
の
で
あ
る
。
孝
親
は
大
江
匡
房
の
外
祖
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
展
開
が
あ
っ
た
。
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側
聞
下
天
台
座
主
与
二
左
金
吾
納
言
一
賀
雨
贈
答
之
作
上
、
偸
抽
二
鄙
懐
、一奉
二
呈
戸
部
尚
書
一
簷
事
正
（
１０
）
慶
命
と
師
房
と
の
間
で
賀
雨
詩
の
贈
答
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
、
自
分
の
思
い
を
詠
ん
で
「
戸
部
尚
書
」
に
贈
っ
た
と
い
う
。
早
大
本
に
「
戸
部
尚
書
」
に
「
民
部
卿
也
」、「
斉
信
也
、
長
元
八
年
三
月
廿
三
日
薨
、
念
六
十
九
」
の
朱
書
注
が
あ
る
が
、
こ
れ
で
正
し
い
。
ま
た
作
者
も
唐
名
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
早
大
本
に
「
春
宮
大
夫
也
、
能
信
歟
」
の
朱
注
が
あ
る
。
簷
事
正
が
春
宮
大
夫
と
い
う
の
は
正
し
い
が
、
長
元
六
年
に
お
け
る
春
宮
大
夫
は
能
信
で
は
な
く
、
そ
の
兄
の
藤
原
頼
宗
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
藤
原
頼
宗
が
藤
原
斉
信
に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
次
の

は
こ
れ
に
対
す
る
答
詩
で
あ
る
。

答
下
和
端
尹
納
言
感
二
賀
雨
詩
一
揮
二
神
筆
一
之
什
上
長
秋
監
斉
信
こ
れ
は
早
大
本
に
拠
っ
て
あ
げ
た
。
類
従
本
は
「
端
尹
」
を
「
端
本
」
に
、「
什
」
を
「
許
」
に
、「
斉
信
」
を
「
済
信
」
に
誤
る
。
早
大
本
は
こ
こ
に
も
朱
筆
注
が
あ
る
。「
端
尹
」
に
「
春
宮
大
夫
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
正
し
い
。

で
は
春
宮
大
夫
を
簷
事
正
と
称
し
て
い
た
が
、
こ
の
詩
題
で
は
、
も
う
一
つ
の
唐
名
の
端
尹
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
「
長
秋
監
」
に
「
中
宮
亮
也
」
と
注
を
付
す
が
、
こ
れ
は
中
宮
大
夫
が
正
し
い
。
斉
信
は
、
こ
の
時
、
大
納
言
で
民
部
卿
と
中
宮
大
夫
を
兼
ね
て
い
た
。
さ
ら
な
る
展
開
が
あ
る
。

近
曽
、
天
台
和
尚
作
二
賀
雨
詩
、一従
和
者
多
。
其
中
有
二
戸
部
尚
書
之
草
、一文
体
奇
麗
、
華
実
相
兼
。
不
レ
耐
二
情
感
、一追
献
レ
拙
和
レ
之
権
大
僧
都
仁
海
請
雨
法
を
行
っ
て
雨
を
降
ら
せ
た
仁
海
自
身
の
詩
で
あ
る
。
仁
海
は
、
以
上
の
贈
答
詩
の
中
で
、
斉
信
の
詩
が
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
に
追
和
し
た
。
こ
れ
に
は
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

敬
呈
二
述
懐
和
歌
一
首
一
こ
の
詩
と
和
歌
を
読
ん
で
、
斉
信
も
同
じ
く
詩
と
和
歌
で
答
え
た
。


法
務
和
尚
視
二
予
賀
雨
之
和
、一
綴
二
和
漢
両
箇
之
詞
、一
書
二
華
鳥
一
双
之
思
。一
情
感
難
レ
仰
、
欲
レ
罷
不
レ
能
、
聊
継
二
本
韻
一
而
已
白
衣
弟
子
藤
原
斉
信
こ
の
題
の
も
と
に
詩
と
和
歌
が
あ
る
が
、
早
大
本
は
和
歌
が
な
く
、
そ
れ
は
奥
書
の
あ
と
の
書
入
れ
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
和
歌
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
早
大
本
は
こ
れ
も
欠
く
。

禅
林
寺
前
大
僧
正
御
和
歌
「
禅
林
寺
前
大
僧
正
」
は
深
覚
で
あ
る
。
藤
原
師
輔
の
子
で
、
東
7
大
寺
別
当
、
東
寺
長
者
な
ど
を
務
め
た
。
「
賀
雨
贈
答
詩
」
す
な
わ
ち
『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
、
構
成
で
あ
る
。
四
『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
の
本
文
を
早
大
本
「
賀
雨
贈
答
詩
」
と
対
校
し
、
校
定
し
て
掲
げ
る
。
『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
は
続
群
書
類
従
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
清
書
本
に
よ
る
。
双
行
注
は
一
行
に
改
め
、〈
〉
に
入
れ
て
示
し
た
。

早
大
本
に
よ
っ
て
文
字
を
改
め
た
も
の
は
右
肩
に
＊
を
付
し
、

早
大
本
と
異
同
の
あ
る
文
字
に
は
右
に
傍
線
を
付
し
、
下
段
に
校
異
を
示
し
た
。
校
異
は
、

に
つ
い
て
は
、「
Ａ
―
Ｂ
」
と
あ
る
の
は
、
続
類
従
本
の
Ｂ
を
早
大
本
の
Ａ
に
よ
っ
て
改
め
た
こ
と
を
示
す
。

に
つ
い
て
は
、「
Ａ
―
Ｂ
」
と
あ
る
の
は
、
続
類
従
本
の
Ａ
が
早
大
本
で
は
Ｂ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

夏
日
書
賀
雨
詞
献
左
金
吾
閣
閣
―
閤
前
大
僧
正
慶
命
大
―
な
し
東
南
風
起
北
雲
生
愁
旱
情
為
賀
雨
情
陽
石
似
鞭
徐
灑
処
似
―
以
醴
泉
応
酌
静
降
程
物
霑
皇
沢
三
農
贍
贍
―
瞻
人
浴
恩
波
四
海
平
未
及
秋
天
皆
作
導
従
茲
聖
代
永
西
成

余
感
未
休
、
重
次
平
字
大
僧
正
慶
命
玄
徳
旁
臻
恵
沢
生
一
旬
雨
感
万
民
情
竜
図
地
久
無
為
裏
鳳
暦
天
長
有
道
程
禾
穀
豊
登
人
艾
楽
煙
塵
斂
尽
世
和
平
明
王
賢
相
応
合
体
聖
日
観
文
自
作
成
文
―
久
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酬
台
嶽
和
尚
見
贈
賀
雨
詞
左
金
吾
雨
消
炎
旱
物
全
生
依
是
明
王
責
己
情
恵
沢
遍
覃
千
里
外
遍
覃
―
覃
遍
仁
風
遠
扇
四
夷
程
丹
祈
鄭
重
動
冥
感
〈
大
極
殿
祈
雨
日
、
和
尚
為
上
＊首
、
故
云
〉
首
―
な
し
玉
＊韻
鏗
鏘
歌
太
平
玉
―
王
韻
―
欲
答
君
文
何
所
憶
憶
―
億
才
美
仰
＊慕
漢
康
成
美
―
華
慕
―
暮

重
以
奉
呈
門
下
侍
郎
こ
の
詩
、
早
大
本
な
し
不
憶
東
山
明
月
生
人
皆
請
雨
尽
丹
情
周
庭
鳳
舞
垂
仁
者
秦
嶺
松
傾
進
爵
程
皇
沢
弥
催
田
稼
穡
民
烟
遍
識
代
昌
平
被
牽
聖
日
賢
才
友
独
拙
筆
耕
纔
勒
成

天
台
座
主
作
賀
雨
詩
奉
呈
左
金
吾
源
納
言
、
余
視
之
、
視
―
見
忽
有
所
感
、
仍
押
本
韻
大
内
記
橘
孝
親
旱
天
豊
沢
恵
蒼
生
遠
近
懽
呼
幾
適
情
七
日
上
林
行
法
後
〈
今
年
春
夏
不
雨
、
爰
五
月
爰
―
憂
十
四
日
、
公
家
於
神
泉
被
修
請
雨
経
法
、
自
十
八
日
、
雨
十
八
―
六
七
＊脚
忽
降
云
々
〉
脚
―
聊
云
々
―
な
し
一
朝
中
禁
転
経
程
〈
同
十
九
日
、
僧
綱
申
請
、
会
五
百
僧
於
大
極
殿
読
仁
読
―
転
読
王
経
、
即
時
霈
然
云
々
〉
云
々
―
な
し
如
雲
秋
稼
丹
田
契
賀
雨
＊新
詩
白
様
平
新
―
聊
9
〈
楽
天
有
賀
雨
詩
在
于
集
＊首
、
故
云
〉
首
―
な
し
柱
下
小
臣
須
早
記
斯
文
還
妬
先
吾
成

側
聞
天
台
座
主
与
左
金
吾
納
言
賀
雨
贈
答
之
作
、
偸
抽
鄙
懐
奉
呈
戸
部
尚
書
＊簷
事
正
（
１１
）
炎
旱
惨
田
難
発
生
惨
―
燥
詔
来
祈
請
験
随
情
黎
民
業
感
雲
低
後
智
者
楽
餘
月
暗
程
陰
漢
新
声
＊因
上
徳
因
―
自
陽
台
昔
夢
豈
昇
平
猥
呈
賀
雨
拙
詩
句
淡
水
自
然
芳
契
成

答
和
端
＊尹
納
言
感
賀
雨
詩
尹
―
本
揮
神
筆
之
＊什
什
―
許
長
秋
監
＊斉
信
斉
―
済
田
園
乾
燥
未
叢
生
未
―
禾
高
動
宸
襟
祝
穀
情
阿
＊
達
波
遥
譟
後
―
褥
〈
無
熱
池
善
如
龍
類
通
神
泉
苑
由
縁
記
弘
法
大
師
遺
誡
云
々
〉
上
林
苑
月
始
陰
程
始
―
妬
油
雲
垂
布
天
＊膚
厚
油
―
紬
膚
厚
―
虎
雁
甘
沢
遍
施
地
乳
平
独
恥
近
来
含
潤
裏
独
―
還
詞
華
枯
尽
韻
遅
成

近
曽
天
台
和
尚
作
賀
雨
詩
、
従
和
者
多
、
其
中
有
戸
部
尚
書
之
草
、
文
体
奇
麗
、
華
実
相
兼
、
不
耐
情
感
、
追
献
拙
和
之
権
大
僧
都
仁
海
炎
光
赫
々
＊火
雲
生
火
―
大
誰
向
神
泉
不
致
情
致
―
被
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密
教
東
流
池
湛
後
聖
皇
南
面
道
行
程
皇
―
泉
投
華
請
雨
龍
蛇
見
〈
修
法
第
六
日
、
赤
蛇
現
壇
第
―
末
下
、
故
云
〉
故
云
―
な
し
結
水
分
霑
井
＊邑
平
邑
―
色
此
道
何
因
知
不
断
八
旬
雖
老
已
功
成
老
已
功
―
耄
功
已
玄
宗
末
年
、
亢
旱
連
月
、
請
金
剛
智
令
行
祈
雨
法
、
霈
然
洪


―
濤
一
人
珍
敬
、
四
海
称
歎
、
賜
開
府
儀
同
位
〈
是
正
＊一
品
也
〉、
一
―
二
弘
法
大
師
為
凡
僧
之
時
、
始
蒙
宣
旨
、
於
神
泉
苑
修
祈
雨
法
、
任
少
僧
都
、
並
給
東
寺
為
一
門
庭
、
大
僧
都
元
＊杲
蒙
宣
旨
奉
修
杲
―
果
奉
―
な
し
同
法
＊三
箇
度
、
毎
度
有
験
、
始
三
―
既
三
任
律
師
、
次
於
神
泉
苑
蒙
少
僧
都
宣
命
、
後
賜
権
大
僧
都
職
、
贈
私
師
元
方
、
＊方
今
、
仁
海
蒙
方
―
な
し
宣
旨
三
箇
度
祈
雨
、
霊
＊験
毎
度
験
―
な
し
掲
焉
、
初
補
律
師
、
去
今
＊両
年
、
両
―
雨
未
蒙
其
賞
矣
。

敬
呈
述
懐
倭
歌
一
首
亀
山
乃
口
に
問
は
や
世
の
中
を
旧
き
流
は
可
絶
か
若

法
務
和
尚
視
予
賀
雨
之
和
、
綴
和
漢
両
箇
之
詞
、
書
華
華
―
花
鳥
一
双
之
思
、
情
感
難
抑
、
欲
罷
不
能
、
聊
継
本
韻
而
已
。
白
衣
弟
子
藤
＊斉
信
藤
―
藤
原
斉
―
済
教
法
区
分
随
物
生
乍
含
詔
命
幾
抽
情
先
飜
二
羽
持
華
裏
更
照
孤
雲
致
雨
程
照
―
叱
業
計
緑
疇
民
戸
潤
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薫
紫
禁
泰
階
平
明
時
唯
遂
如
流
跡
遂
―
逐
大
器
莫
嗟
是
晩
成

山
高
み
万
歳
世
呼
声
な
れ
は
問
人
有
ら
は
答
さ
ら
め
や
こ
の
歌
、
早
大
本
な
し

禅
林
寺
前
大
僧
正
御
和
歌
〈
十
月
十
八
日
到
来
〉
あ
め
の
し
た
ふ
り
て
よ
ろ
こ
ふ
な
か
れ
を
は
た
え
も
や
す
る
と
思
ふ
へ
し
や
は
こ
の
歌
、
早
大
本
な
し
注（１
）
一
九
九
九
年
十
月
に
早
稲
田
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
和
漢
比
較
文
学
会
大
会
記
念
の
古
典
籍
展
に
出
陳
さ
れ
た
。
略
解
説
に
「
当
贈
答
詩
は
続
群
書
類
従
に
収
め
る
が
、
写
本
の
伝
来
は
多
く
な
い
。
当
該
写
本
は
所
々
に
続
類
従
本
と
異
な
る
本
文
を
有
す
る
」
と
あ
る
。
（
２
）
虫
損
に
よ
っ
て
よ
く
読
め
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
複
」
か
。
（
３
）
奥
書
の
末
行
の
朱
書
「
同
夜
一
校
了
」
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
言
及
す
る
朱
書
も
同
じ
。
（
４
）
拙
稿
「
日
本
古
代
漢
詩
集
成
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」（
伊
井
春
樹
先
生
御
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
和
泉
書
院
、
二
○
○
四
年
）。
（
５
）
拙
稿
「
円
珍
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
」（『
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。
（
６
）
注（
５
）著
書
、
三
○
頁
。
（
７
）
『
群
書
解
題
』
第
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
年
）
に
一
応
の
記
述
は
あ
る
。
（
８
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
清
書
本
を
用
い
る
。
（
９
）
早
大
本
は
こ
こ
に
は
な
く
、
奥
書
の
あ
と
、
次
の
よ
う
な
注
記
の
あ
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
旧
本
中
間
挿
一
紙
記
左
件
七
行
実
係
近
人
模
本
併
存
備
考
（
１０
）
続
類
従
本
は
、
詩
題
の
終
わ
り
の
部
分
と
作
者
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
―
―
―
―
奉
呈
戸
部
尚
書
簷
事
正
春
宮
大
夫
「
春
宮
大
夫
」
は
本
来
の
作
者
表
記
「
簷
事
正
」
の
注
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
早
大
本
の
形
が
正
し
い
。
（
１１
）
こ
の
部
分
の
校
定
に
つ
い
て
は
、
注
（
１０
）
参
照
。
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